
学校長先生
音楽ご担当先生

　弊社発行の「中学生の音楽 １（音楽・702）」および「中学生の音楽 ２・３下（音楽・804）」につきまして、

下記の訂正がございます。先生方、生徒の皆さま、保護者の方々にご迷惑をおかけいたしますこと、深くお

詫び申しあげます。

誠に恐縮ではございますが、当該箇所につきましてご指導の際にご留意いただきますようお願い申しあ

げます。令和４年度分の教科書につきましては、訂正したものをお届けいたします。

原文（誤）

中学校「中学生の音楽１（音楽・702）」

訂正文（正） 理由学年・
巻

頁・
箇所

50 頁
シューベルト
について

１年 より一般的な史実
に従うため

15 歳頃には作曲を始め， 13歳頃には作曲を始め，
ごろ ごろ

原文（誤）

中学校「中学生の音楽２・３下（音楽・804）」

訂正文（正） 理由学年・
巻

頁・
箇所

50 頁
中之舞の楽譜

2・３年
下巻

より適切
な表記に
なるよう
配慮する
ため
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ハ

「中
ちゅう

之
の

舞
まい

」に挑
ちょう

戦
せん

しよう
　「中之舞」は，「敦

あつ

盛
もり

」（ p.46）の中で行われる，能
のう

の舞の中で最も基本的な，中ぐらいの速さの舞です。
模
も

範
はん

演奏をまねて笛（能
のう

管
かん

）の「唱
しょう

歌
が

」を歌ったり，
大
おお

鼓
つづみ

や小
こ

鼓
つづみ

の「手
て

（リズムパターン）」を打ったりして，
舞の音楽を体験しましょう。

大鼓小鼓笛（小鼓）（笛） （大鼓）

中之舞の楽
がく

譜
ふ

清
し

水
みず

寛
かん

二
じ

 楽譜構成

（ツ）（ン）…コミ（  　　　）を取るところ。p.49

竜笛

能管

喉の入っている部分

能管

　能の囃
はや

子
し

で用いられる笛を「能管」といいます。外見
は雅

が

楽
がく

で用いられる「竜
りゅう

笛
てき

」と同じような形状をして
いますが，楽器の内側に「喉

のど

（管
くだ

）」と呼ばれる小さな
竹の管が挿

そう

入
にゅう

されており，独特な音色を生み出します。
　能管は能の囃子だけでなく，長

なが

唄
うた

の囃子，「祇
ぎ

園
おん

囃子」
（京都府）などの郷土芸能にも用いられます。

笛の唱
しょう

歌
が

を歌ったり，
囃子の手を打ったりするときには，
しっかりとコミを取ろう。

打音 掛
か

け声 （  　　　）p.47

　　　大鼓

　…強く打つ音

　…柔
やわ

らかく打つ音

　　　小鼓

　…「ポン」と響
ひび

く音

フ…低い音

　…小さい音

ヤ，ヤ………実際には

　　　　　　「ヨ」と発音

ハン，ハン…実際には

　　　　　　「ホン」と発音

ハ，ハ………実際には

　　　　　　「ホ」と発音

唱し
ょ
う

歌が

や
打
音
、
掛
け
声
は
流
派
に
よ
っ
て
少
し
ず
つ
違ち

が

い
が
あ
り
、
右
の
楽
譜
は
そ
の
一
例
で
す
。
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中学校「中学生の音楽１（音楽・702）」

50頁　シューベルトについて　「魔王」はゲーテの詩に作曲されたリート（ドイツ語
による歌曲）で，シューベルトが18歳

さい

のときの作品
です。
　詩の中には，語り手，父，子，魔王が登場します。
最初に，父が子を抱

だ

いて馬を走らせる場面が描
えが

かれま
す。子は魔王におびえますが，父には魔王の姿は見え
ず声も聞こえません。子のただならぬ様子に父は馬を
急がせますが，宿に着くと子はすでに息絶えていたの
です。

バリトン：D.フィッシャー＝ディースカウ／ピアノ：J.デームス

楽曲について

F. P.シューベルト （1797～1828）

魔
ま

王
おう

 ─E
エルケーニヒ

rlkönig─

J. W. v.ゲーテ （1749～1832）

＊戯曲…劇の上演のために書かれた脚
きゃく

本
ほん

や，その形式で書かれた文学作品。

ゲーテ 作詞／シューベルト 作曲野ばら

シューベルトが作曲した他のリートも聴
き

いてみましょう。

1815年：「魔王」作曲
シューベルト（1797～1828）

この頃
ころ

，日本では…！？

+α

明治時代江戸時代

1821年：伊
い

能
のう

忠
ただ

敬
たか

 「大日本沿
えん

海
かい

輿
よ

地
ち

全図」完成

　シューベルトは，オーストリアの

ウィーン郊
こう

外
がい

に生まれました。13歳頃
ごろ

には作曲を始め，31歳で亡
な

くなるまで

の間に，管
かん

弦
げん

楽曲や室内楽曲，ピアノ曲，

リート，宗教音楽など数多くの作品を残

しています。とりわけ，リートにおいて

はおよそ600曲もの作品があり，それら

は今でも広く親しまれています。シュー

ベルトのリートでは，歌とピアノ伴
ばん

奏
そう

が

一体となって，詩の内容やイメージが巧
たく

みに表現されています。

　ゲーテは，ドイツのフランクフルトに

生まれました。ドイツの代表的な文学者

であり，詩，小説，戯
ぎ

曲
きょく

*などで優
すぐ

れた

作品を数多く残しています。ゲーテの詩

には，シューベルトの他にもモーツァル

トやベートーヴェンなど，多くの作曲家

が曲を付けています。
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中学校「中学生の音楽２・３下（音楽・804）」

50頁　中之舞の楽譜
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